
 

令和３年度決算における利益処分額（当期総利益）について 

 
 
１ 令和３年度当期総利益の額 

 2,878,095,724 円 

 

２ 令和３年度の当期総利益について 

大学部門では経済社会情勢を踏まえた効率的な執行を行いました。附属２病院では平

均在院日数の短縮（附属病院）や総合入院体制加算１の継続取得（センター病院）など

収益向上のための様々な取組を実施しました。 
この当期総利益は、教職員それぞれの取組が実を結んだ結果生み出されたもので、法

人の経営努力から生じたものと考えており、従来通り、教育、研究及び診療の質の向上

並びに組織運営の改善の取組に活用したいと考えております。 

 

３ 令和３年度の具体的取組 

 ＜主な取組内容＞ 

  ・附属２病院での経営改善の取組やコロナ患者対応に伴う特定入院料や各種補助金の

受入れ等（約 25.4 億円） 

  ・大学での経済社会情勢を踏まえた効率的な経費執行や人件費の減等（約 2.1 億円） 

・寄付金や特許技術移転料等の受入れ（約 1.2 億円） 

 

 

  ＜参考：附属２病院の経営指標等＞ 

項目 
附属病院 センター病院 

指標 R2 決算比 指標 R2 決算比 

入院単価 92,247 円 ＋5,032 円 95,787 円 ＋6,351 円 

新入院患者数 15,930 人 +79 人 17,853 人 ▲725 人 

病床稼働率 78.2% ▲1.9% 86.4％ ＋3.1％ 

平均在院日数 11.7 日 ▲0.4 日 11.3 日 ±0.0 日 

外来単価 23,584 円 ＋1,332 円 25,728 円 ＋1,050 円 

手術件数 6,576 件 70 件 8,304 件 58 件 

 

 

令 和 ４ 年 ７ 月 １ 日 
横浜市公立大学法人評価委員会 
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